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志摩牛島は三重鯨南部に位置し，伊勢志摩園立公闘に指定された景勝の地

であり，又英虞韓は員珠養殖場とLて叉半島全域は7K産資源豊富で水産上重

要君主ととろでるる。海岸繰は出入り多い Hアス式海岸を君主し，梅藻フロラも

豊宮である。現在までとの半島は幾多の畢者により採集調査され叉それに闘

する多〈の報告も護表されている。然し海産藍藻類に闘しては未調査の憧建

されてゐり，筆者はそれ堂開拓調査すペ〈昨年(1952)3月.6月及び10月の

3固に渉り，御座，越賀，和具及び和具沖大島を主とL.的矢糟も 1回，採集

調査を行った。現在調査中ではあるが，ととにその結果の概要を強報しよう

と思う.

A フロ:7の調査(同定されたもののみ)

藍藻類

タロオコックス科 3嵐 5種 2饗種 (2種 1饗種)

プレウロカプサ科 5嵐 9種 (4艶

デルモカルパ科 2風 4種 (3種)

イデュアイ.ミドリ科 2嵐 2種

ヒ グ 弓E 科 3嵐 6種 2鑓種 (2種)

スティゴネマ科 1風 1種

;:J.. l〆 司と 科 6風 29種 (5種)

括孤内は日本新産。

B 生態畢的調査 (6型に分類した)
プランクトン型 2属 2種 1饗種

藻体着生型 8麗 18種

藻体内生型 3属 3種

岩上着生型

濯水帯型 1風 1種

上部潮間帯型 7属 7種 3鑓種
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下部潮間帯型 9属 16種

漸深帯型 5属 6種 1饗種

貝類穿孔型 2属 2種

岩石穿孔型 1属 1種

備1種で多型を示すものもある。

貝類穿孔型として戎の2種が見られた。

プレウロカプサ科: 局lellacaespitosa Bo悶.et FLAH. 

スティゴネマ科 Mastigocoleustestarum LAGERH. 

生育居を垂直分布よりみて最上部に生育するものは，岩上着生型(瀧水帯

型)で次の 1種は顕著である.

ヒグモ科 Calothrixscoplllorrim (W. et M. )AG. 

G アヨヤガイょに昆られた藍藻類(御座員珠養殖場より)

クロオコックス科 Aphanocapsalittoralis HAN田.

var. macrococca HAN出.

ユレモ科 8pirulinasllbsalsa OERST. 

Oscillatoria laetevirens CROUAN 

Osc. nigro叩'iridisTHW  AIT酪

Lyngbya aest陶 riiUEB肌

HydrocolellT1l glutinω仰 (AG.)GO.肱

Hyd. ca11tharido抑制 (MONT.)GoM・

尚アコヤガイ上には，今回の調査では貝類穿孔型藍藻類が採集されたかづ

た。
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